　　　　第三部「平田伊都子さんのイラク現地報告より」

                                     　　　　構成・永井愛

　　　　　　出演者たち、それぞれの位置につく。

『Ｎｏ．１』

　　　　昨年の九月十七日、国連のイラク大量破壊兵器査察団

　　　の委員長だったブリックス氏は、「イラクに大量破壊

　　　兵器はない」と言明しました。そして、こうつけ加え

　　　ました。

『Ｎｏ．２』
　　　　イラクの大量破壊兵器はもう十三年前に、つまり湾岸戦争が終わったときに、イラク政府がみずから破棄している。

『Ｎｏ．３』
　　　　今頃になってです。同じ日、ブッシュ大統領自らがこう認めました。

『Ｎｏ．４』
　　　　アル・カイダとフセインを関係づける証拠を私は持っていない。

『Ｎｏ．５』
　　　　今頃になってです。結局アメリカは、イラク攻撃に踏み込む理由が一つもなかったことになります。

『Ｎｏ．６』
　　　　ジャーナリストの平田伊都子さんは、こう言いま

　　　　す。

『Ｎｏ．７』
　　　　イラク戦争っていうのは駄目なんだよ、間違っているんだよということを、今みんな省いちゃって、自衛隊の問題ばかり言っているけど、この戦争を明確にして、きちんと裁かないといけないと思います。今回の戦争の凄さ、人が住んでいないかのようにボンボン爆撃したわけですから。

『Ｎｏ．８』
　　　　アメリカ軍は国際法で禁じられていることを公然と

　　　　無視した。

『Ｎｏ．９』
　　　　使ってはいけない、劣化ウラン弾、バンカーバスター弾、クラスター爆弾、地雷、そして、新型兵器を使った。

『Ｎｏ．１０』
　　　　殺してはいけない、女性、子供、老人を数知れず殺

　　　　した。

『Ｎｏ．１１』
　　　　爆撃してはいけない、住宅、市場、発電所、病院、学校、礼拝所などを爆撃した。

『Ｎｏ．１２』
　　　　毎日新聞の記者がクラスター爆弾を持ち帰ろうとして問題になりましたけど、その後のマスコミの対応は変でしたよね。そもそも、国際法に違反する爆弾が簡単に手に入るくらい、イラクには不発弾がゴロゴロ転がっている。このことを問題にしないのは変ですよ。

『Ｎｏ．１３』
　　　　劣化ウラン弾についてもそうなんです。放置されていることは知っているのに、それを本気で問題にはしない。

『Ｎｏ．１４』
　　　　平田さんは昨年の四月、八月と二度に渡ってイラクを訪れました。非戦を選ぶ演劇人の会は、平田さんをお招きして、お話を伺いました。これからお伝えするのは、平田伊都子さんのイラク現地報告です。

『Ｎｏ．１５』
　　　　私が二００三年の四月にイラクに行ったときは、一応爆撃は終わっていて、みんなほっと外に出て、まぁ、命助かってよかったねって感じだったんです。やっぱりみんな、サダム・フセインは嫌いなんですよ。独裁は独裁だから。特に、シーア派の人　　　　は、スンニ派のフセインに差別されていたし、街の人たちも、とりあえずアメリカに対し、「サダム・フセインを追い出してくれて、ありがとう」とは言っていました。でも、八月に行ったら、誰ももうそんなことは言わない。「アメリカはとっとと出てけ」に変わっていました。

『Ｎｏ．１６』
　　　　アメリカ軍はインフラを破壊したまま、全然修繕していない。電気、ガス、水道の全部が駄目です。電話も通じません。何よりも凄く物騒なんです。治安が悪い。

『Ｎｏ．１７』
　　　　四月、五月は米軍がタンクだとかジープだとかで街中を支配していました。でも、八月になると、外に出なくなって、最近はもっと出ることが少なくなっているらしい。

『Ｎｏ．１８』
　　　　アメリカ軍を取材したいとなると、必ずアメリカのコンベンションセンターに行って、アレンジしてもらうんです。で、メニューはあらかじめ、向こうが作るらしいんです。例えば、水道を直しているところとか。

『Ｎｏ．１９』
　　　　だけど、それはその日だけなんだって。要するに、プレスサービスとして、そういうものをやるけれど、基本的に直すということをやっていない。どうしてやってないんだと聞いたら、

『Ｎｏ２０』
　　　　イラクの施設は、全部、湾岸戦争以前のものだから、錆びついていて、全面的に直さないと駄目なんだ、応急処置じゃ駄目なんだ。

『Ｎｏ２１』
　　　　でも、沢山お金を取るじゃない、そのための復興援助なんだから。

『Ｎｏ２２』
　　　　だから今、アメリカのベクテルとかが一生懸命、計画を立てている。

『Ｎｏ２３』
　　　　ベクテルというのは、アメリカの大手企業です。

『Ｎｏ２４』
　　　　だから、慌てなくてもいいんだ、悪いようにはしないから。

『Ｎｏ２５』
　　　　つまり、アメリカは国として復興産業をやるんじゃなくて、企業にやらせるわけなんです。だから、復興産業にどの位のお金をおとすのか、それも疑問ですよね。五百五十億ドルだって、どうなるか判らない。

『Ｎｏ２６』
　　　　朝は、バンバーンとかパーンという音で目がさめます。これは、強盗と自警団の応戦なんです。それに、アメリカ軍の襲撃もあります。

『Ｎｏ２７』
　　　　仕事がありません。通勤したくたって、建物の大部分が破壊されたまんまじゃないですか。職場がないんです。

『Ｎｏ２８』
　　　　八月は、午後になると、気温が六十度に上がることもあります。六十度って、車のボンネットでお茶が沸くっていうぐらい暑いんですね。クーラーつけようにも、電気がこないから、みんな昼寝して暑さをしのぐ。だから、町がゴーストタウンになって　　　　しまう。

『Ｎｏ２９』
　　　　夕方になって、そろそろ涼しくなるかなって思ったら、またドンパンやるわけです。

『Ｎｏ３０』
　　　　夜の十一時から朝の六時までは、アメリカ占領軍当局が戒厳令をしきます。だから、この時間に外出したら、もう文句なしに殺されちゃう。こんな恐ろしいところなんで、いつどこで、どんな血なまぐさいことが起こっても不思議はない。つまり、無防備都市、これが今のバグダッドです。

『Ｎｏ３１』
　　　　私が一番恐いなと思うのは、アメリカが情報を操作していることです。アメリカ軍は、今イラクで何が起こっているのかを教えたがらない。取材に行こうとしても、危険だから出るなと言われる。じゃあ、どうやって情報を得るかというと、ブレマーが仕切っているＣＰＡ、私たちはこれをアメリカ占領当局って呼んでいるんですが、そこのアメリカのプレスのコンベンションセンターから来る情報しかない。

『Ｎｏ３２』
　　　　たとえば、イラク人でアメリカに逮捕された人が、その後どうなったか、全くわからない。掃討作戦なんて、メチャメチャひどいですものね。あれは、イスラエル軍がパレスチナ人にやっているのと同じパターンなんですよ。ノックもしないで、ガーンと入ってくるわけですから、容疑と言って、いくらでも逮捕できるんですから。　

『Ｎｏ３３』
　　　　現在イラクにいるアメリカ軍の構成ですが、軍で技術を身につけようとして州兵になった人、いわゆる戦争のプロでも、諜報活動のプロでもない人たちまで行かされている。それをイスラエルの諜報機関・モサドが指導している。ロシアのＫＧＢも関係して、イラクで共同作業をしているのは明らかなんです。

『Ｎｏ３４』
　　　　私自身も、ちょっと危ない目に遭いました。ナーシリヤのそばに、ウルっていう遺跡があるんです。それがどうなっているのか気になって行ったら、何と、米軍が駐留してるんです。何でかっていうと、家のそばに基地を作るとやられちゃう。やっぱりアメリカ軍は考えてますよ。

　　　　遺跡には入れないんで、そのまま間道に戻ったんです。そした　ら、たまたま、戦車の間に、私たちの車がはさまっちゃった。戦車は大きいし、道は狭い一本道だし、出るに出られなくて、そのまま進んでたら、突然ミリタリーポリスが飛んできて、

『Ｎｏ３５』
　　　　お前、どうやって検問所を通過したんだ！  ここはアメリカ軍の基地である！  

『Ｎｏ３６』
　　　　そんなの知らないですよ。何で書いとかないんですか！ 誰も注意してくれないし、おたくのでっかい戦車の間にはさまれて、しょうがなくて、ここにいるんです。  

『Ｎｏ３７』
　　　　でも、信じてくれない。爆弾を匂いで探す犬が、車の周りをクンクン嗅ぎ回っている。

『Ｎｏ３８』
　　　　お前たちの車はガソリン臭い。自爆テロだろう！

『Ｎｏ３９』
　　　　 確かにガソリンは漏れていました。私たちの車は、オンボロのガタガタで……

『Ｎｏ４０』
　　　　自爆テロじゃありません！ ナーシリヤに帰りたいんです！  

『Ｎｏ４１』
　　　　ナーシリヤだって！  あそこじゃイラク女の自爆テロがあった。そういえばお前、顔が似てるな。

『Ｎｏ４２』
　　　　似てないって！  私は日本人だっての！  よく見てよ！  

『Ｎｏ４３』
　　　　それでも全然信用してくれなくて、夕方まで油を絞られました。

『Ｎｏ４４』
　　　　八月十七日には、ロイターの特派員、マーゼン・ダーナーが殺されました。

『Ｎｏ４５』
　　　　彼は親友だったんです。おっきい人なんで、弾よけになってやるからって言って、私はよくその後ろについて取材してたんだけど……

『Ｎｏ４６』
　　　　彼はパレスチナ人でした。パレスチナのヘブロンの名物記者なんです。すごく優秀な人で、イスラエルでは何度も何度も監獄にぶちこまれて、歯を折られたり、足を撃たれたり、ガタガタになっても頑張る人だったんです。

『Ｎｏ４７』
　　　　彼はアブ・グレイブという刑務所に取材に行って、小さいデジタルカメラで撮影をしていました。ずっと刑務所を映してパンして、そしたらその先にアメリカ軍の戦車がいた。その戦車が撃ってきた。彼のカメラを機関銃と間違えたと言っていますが、至近距離でそんなことあり得ない。しかも彼の周りにたくさんのプレスがいる。それなのに米兵は「俺たちを狙ってきた」と言うんです。

『Ｎｏ４８』
　　　　このときも、モサドが絡んでいるんじゃないかと思った。わからないですけど、とにかく何にも情報がないんで。

『Ｎｏ４９』
　　　　私はロイターのバグダッド支局に電話して、「これは戦争犯罪だ」って言ったんですよ。つまり、プレスを殺害したわけでしょ。だから、国際刑事裁判所に訴えようと言ったんです。

『Ｎｏ５０』
　　　　国際刑事裁判所っていうのは、戦争犯罪を防ぐために唯一できた国際機関で、国際司法裁判所と同じものです。二００二年にオランダのハーグで立ち上げられました。戦争犯罪とは、略奪とか、侵略とか、大量殺人、拷問、不法逮捕なども含まれます。

『Ｎｏ５１』
　　　　だから、そこに訴えなきゃ駄目だよと言ったら、

『Ｎｏ５２』
　　　　知らないの？  国際刑事裁判所は一年間、つまり来年の七月一日まで、アメリカ軍の戦争責任は一切問わないことになってんだよ。

『Ｎｏ５３』
　　　　何で！  

『Ｎｏ５４』
　　　　アメリカが国連安保理に、そういう決議をさせたんだよ。

『Ｎｏ５５』
　　　　国際刑事裁判所は、日本も批准してないんです。日本とロシアとアメリカは批准していない。毎年一年ごとに、こういう批准をしていない国の戦争犯罪をどうするのか決めるんですが、どうなるかというと、免責になっちゃうんです。

『Ｎｏ５６』
　　　　子供が考えてもわかるけど、アメリカ軍は何をやってもいいということになってしまう。アフガニスタン国際戦犯民衆法廷も、つまり国際刑事裁判所が機能していないから出てくる動きなんです。

『Ｎｏ５７』
　　　　でも、アメリカはイラクの戦犯を裁くための裁判を開くんですって。こんなことってあります？

『Ｎｏ５８』
　　　　  去年の十月十日に、シーア派の宗教指導者、ムスタファ・サドルがナジャフで新政権の樹立を宣言したんです。

『Ｎｏ５９』
　　　　我々イラク人がつくった新政権を支持するか、アメリカ占領当局の傀儡である統治評議会を支持するか、どちらかを決めるのはイラク人だ！  

『Ｎｏ６０』
　　　　これを報道したのはアルジャジーラとアルアラビーヤだけでした。アメリカはノンタッチで、他の国々も、その新政権は無視しました。

『Ｎｏ６１』
　　　　スンニ派の動きとしては、四月に、サッターム・ガウードが新しい組織を作った。彼はラマディの族長系列の人で、湾岸戦争後、ヨルダンで会社を経営していたんですが、イラク戦争後、やっぱり自分の国でちゃんとやりたいと帰ってきた。

『Ｎｏ６２』
　　　　私は戦前から付き合いがあって、面白い人なんですよ。タラバっていうサッカークラブを持っていて、学生や知識人を自分のベースにしているんです。

『Ｎｏ６３』
　　　　イラクを民主主義的な、みんなの意見が入るような体制にするためには、ちゃんとした指導者が必用だ。それはアメリカ人でも誰でもない、イラク人だ。イラクの知識層が中心になって、指導する組織を作ろう！  

『Ｎｏ６４』
　　　　その翌日、アメリカ軍のタンクが十台来て、機関銃を突きつけられて、彼は逮捕されてしまいました。おかしいじゃないか、少なくとも理由を言って欲しい、釈放して欲しいとみんなでデモをやったんですが、彼はいまだに監獄の中です。日本の昔の特高みたいな感じですよ。

『Ｎｏ６５』
　　　　私は、彼を逮捕したのは、チャラビだと思ってるんです。チャラビは、イラクの統治評議会の実質的指導者で、ヨルダンにあるペトラ銀行の頭取だったんですが、汚職事件に関わっていて、ヨルダン政府から逮捕状が出ている。チャラビが狙っているのは、まずお金なんですよ、フセインのお金や、このガウードさんみたいなお金持ちの持っているお金。

『Ｎｏ６６』
　　　　不思議だなっていつも思うのは、掃討作戦で、金が何万ドルあったってよく言われますけど、そのお金どこいくの？　ほとんどあれは、マフィアの世界ですね。

『Ｎｏ６７』
　　　　今、イラクにある統治評議会っていうのは、メンバーについてイラクの人達に聞くと「全然、知らない人達ばっかりだよね」と言うんです。

『Ｎｏ６８』
　　　　サダム・フセインの人民宮殿、あそこは今、ブレマー以下、八百人のアメリカ人が巣くって、いわゆる政府を作っている。教育省、厚生省、石油省、財務省も全部あるけれど、それは全部、アメリカ人がやってるんです。

『Ｎｏ６９』
　　　　で、統治評議会っていうのは、アドバイサリー・カウンシルで、助言をする、アメリカに言われたことをやるという組織なんです。統治評議会には全く権威もないし、決定権もない。そういうことは、ブレマー以下八百人のアメリカ人達が、宮殿の中で、　　　　ああでもない、こうでもないってやってるんです。

『Ｎｏ７０』
　　　　彼らは実際に、外に出られないんです。なんでかというと、危ないんですよ。ブレマーの車だって、十二月に襲われたじゃないですか。だから、あの宮殿の中で、外に出ないで、一生懸命、報告書を書いているんですって。面白いでしょ？　お芝居を見ているみたいなもんですよ。

『Ｎｏ７１』
　　　　それで、その中に、バグダッド省っていうのがあるんです。バグダッドをどうするか、という省です。バグダッドは大きいので。そこが、市議会みたいなものをでっち上げたんです。

『Ｎｏ７２』
　　　　八月はもう取材も外へは行けないって止められていたけれど、そこなら、行ってもいいということだったので、週二回の会議に通いました。

『Ｎｏ７３』
　　　　市議会議員は、三十七名。普通、市民に選ばれたものだと思うじゃないですか。違うんですよ。だって、一般市民は、全然、市議会なんて知らないんですから。場所も知らないし、あるのも知らない。要するに、統治評議会とおんなじで、アメリカ占領当局が地元の有力者をピックアップして、会議をやらせてる。だから、会議を仕切っているのは、必ず、アメリカの占領当局なんです。

『Ｎｏ７４』
　　　　毎週、火曜日と土曜日に議員が集まる。一応、メニューがあるんです。米軍から派遣された人、これは、ラムズフェルド系統の国防総省から派遣された人と、ブレマー系統の国務省から派遣された人ですが、この人達が、仕切っていて、

『Ｎｏ７５』
　　　　「はい、これから市議会やります」

『Ｎｏ７６』
　　　　本当にお芝居みたいなんです。

『Ｎｏ７７』
　　　　「まず、来賓のスピーチをいただきます」

『Ｎｏ７８』
　　　　この来賓のスピーチがメインで、後は何もない。来賓のスピーチが長い。どういう人達かというと、アメリカのベクテルなど大手企業のお偉いさんなんです。

『Ｎｏ７９』
　　　　アメリカは悪いようにしないから、任せなさい、ベクテルは大きい会社で作業も早いし、高度な技術も持っています。私たちに任せなさい。

『Ｎｏ８０』
　　　　国防総省のナンバースリーのダグラス・ファイスが、バグダッドに視察に来た時も、そこで演説するわけです。

『Ｎｏ８１』
　　　　あなたたち、市議会議員は、イラクの草の根民主主義運動のパイオニアなんです！  

『Ｎｏ８２』
　　　　こういう、持ち上げ方をする。後は、なぜか市長はいなくて、副市長を三人選んでるんですが、その内の一人、ファーリスっていう人が出てきて説得みたいなことをやる。

『Ｎｏ８３』
　　　　俺たちの石油は、アメリカに任せれば、上手く使ってくれるんだから、そんな、悪いようにはしないんだから、アメリカは。

『Ｎｏ８４』
　　　　何言ってんだろう、この人はと思ってたら、十月に暗殺されました。

『Ｎｏ８５』
　　　　市議会が何のためにあるのかというと、アフガニスタンの場合でもアメリカがアピールしているように、イラクに草の根民主主義を根づかせようとしているという宣伝のためで、だから取材はOKなんです。二つ目は、やっぱりイラクの人たちに、アメリカに任せれば大丈夫なんだよ、と思わせようとしている。そして、三つ目が怖いんですが、三十七名の市議会議員が、それぞれ自分の地区の危険情報をもってくる。ということは、スパイなんです。それが怖い。

『Ｎｏ８６』
　　　　たぶん、スパイは、お金になると思う。みんなお金がないんですよ。だから、賞金をつけて密告させる。フセインを捕まえたら、何百億ドルとか。それで、市議会議員も、

『Ｎｏ８７』
　　　　うちの隣で、最近、反米的な集会やってるらしいんです。

『Ｎｏ８８』
　　　　とか言うんです。そうすると、本当にアメリカ軍が行くんですから、次の日に。昔、フセイン政権だった時に、バース党はスパイ組織だったんです。例えば、先生は全員バース党員で、親のことや兄弟のことをバース党に報告しなくちゃいけなかった。それが今、別の形で、占領軍に対して報告している。それがとっても悲しいなぁと思って。そういうことをしなきゃいけない、ということが。

『Ｎｏ８９』
　　　　私は八月ずっと出席していたんですが、審議というのは全然ないんです。後は、電話局が壊れて電話が使えないから、早く携帯電話をくれとか、襲われると危ないから車をくれとか、護衛をつけてくれとか、そういう要求ばっかりで。

『Ｎｏ９０』
　　　　一件だけ、採決があって、それは女性議員の提議でした。イスラムでは慣習法として、女性が近親者の男性の付き添いなしに旅をしてはいけないという決まりがあるんです。

『Ｎｏ９１』
　　　　私は父親を亡くして、夫もいないし、きょうだい全部、女なんです。だけど私は旅をしたいんです。だから、この場で、女性の一人旅を認めるという採決をして下さい。

『Ｎｏ９２』
　　　　それは、宗教的に無理だねえ。

『Ｎｏ９３』
　　　　親戚に叔父さんいないの？  

『Ｎｏ９４』
　　　　いますけど……

『Ｎｏ９５』
　　　　じゃあ、叔父さんと行けばいいじゃないか。

『Ｎｏ９６』
　　　　結局、駄目でした。

『Ｎｏ９７』
　　　　イラクの現在の警察のことですが、最初、ブレマーの前は、アメリカの国防総省からはガーナという人がイラクに行っていて、オルハ（ORHA）というアメリカ占領当局の組織を作ったんですが、ガーナは意外とのんびりしているというか、イラク人を割と取り込もうとしていたんです。

『Ｎｏ９８』
　　　　でも、ガーナに代わってブレマーが来て、この人はすごい強硬派なんです。アメリカの外交を仕切っていて、ベトナム戦争にも国務長官として絡んでいたキッシンジャーのメンバーで、テロ対策の専門家だったんです。だから恐ろしい人をイラクに投げ込んだな、と思いました。

『Ｎｏ９９』
　　　　治安に関しては、イラク軍を一切排除する。フセインの残党は、一切イラクの再建には寄せ付けない。

『Ｎｏ１００』
　　　　ブレマーはそう言って、バース党員も全部除外した。その時点で、お巡りさんも、兵隊さんも、ある日突然、武器をもってお家に帰っちゃったんです。

『Ｎｏ１０１』
　　　　ブレマーは、お巡りさんも全部一回クビにした。ところが、アメリカ軍だけじゃ治安はとても維持できないという状態になって、七月に、ニューヨークの警察署長が送り込まれたんです。テロ対策をやっている人で、彼に新しい警察組織を作らせようとした。それでも事件がどんどん起きて、とても新しいお巡りさんをつくっているわけにいかない。

『Ｎｏ１０２』
　　　　それで、八月の頭位から、元のイラク警官に声をかけて、三週間ずつ民主教育とか、よく判らないことをやって、新たな警官を大量生産していったんです。

『Ｎｏ１０３』
　　　　ザフラニア地区という南の方にある警察署に行ってみたら、みんな元お巡りさんで、治安を守らなきゃいけないんだけれど、パトカーもまともにない。武器といったら、カラシニコフなんです。旧ソ連の精度のよくない銃が、五人に一人支給されて、後はピストルだけ。

『Ｎｏ１０４』
　　　　だけど、いわゆる強盗さんたちは、もっと武装しているわけです。機関銃持ってるし、手投げ弾持ってるし、下手したら、ミサイルも持っている。だから、怖くて、パトロールなんか出られないんだって。強盗は、元々、軍隊にいた人たちなんだから。　　　　兵隊は、三〇何万人いたんだから。　

『Ｎｏ１０５』
　　　　それでおかしかったのが、強盗のおかみさんたちが子供連れて、刑務所に要求に来てるの。

『Ｎｏ１０６』
　　　　私の亭主、釈放してちょうだいよ！  

『Ｎｏ１０７』
　　　　「ご亭主はどこに入れられてるの？」って聞いたら、案内してやるって、留置所の中に入っていって、強盗のご亭主がまた、お巡りさんとどっちが偉いんだか判らない位、高飛車なんですよ。

『Ｎｏ１０８』
　　　　お前ら、知らねえぞ、どうなるか。俺たちの方が、ちゃんと組織を持ってんだから。明日、仲間が警察を襲うんじゃねえかなぁ。さっさと釈放した方がいいんじゃないの？  

『Ｎｏ１０９』
　　　　お巡りさんは嘆いていました。

『Ｎｏ１１０』
　　　　嫌だよなぁ。でも、金はないし、他に仕事はないしなぁ……

『Ｎo１１１』
　　　　私が行った八月は、夏休みだったので、子供達も家にいて、働いていました。イラクの人たちは、アラブの中では、一番勤勉なんですよ。何か見つけて働く。ストリートチルドレンっていうのは、確かにいますよ。でも、爆撃で親を失っても、イスラムの場合、家族制度が他と違うんです。家族から部族になって、部族から国家になるっていうのがイスラム教ですから。

『Ｎｏ１１２』
　　　　だから、親がいなくても親戚が面倒をみるのが当たり前なんです。キファー地区とか、貧しい地域で、子供達が靴磨きをしたり、外国人の施しを受けたりしていても、帰ると結構、集団で生活をしている。それと、イスラムの集会所であるモスクが必ずあるので、本当に困っている人は、そこに行けるようになっている。コーランの中に喜捨、喜んで捨てる、っていうのがあって、貧しい人を見たら必ず助けるという教えがある。友達を大事にしろ、親を大事にしろ、隣の人とか、旅人を大事にしようね、ということを小さい頃から教わっているんです。

『Ｎｏ１１３』
　　　　学校の問題も気になっていたので調べたんですが、アメリカ占領当局は、嘘ばっかり言っているんですよね。八月の末に、新しい教科書を配布するって言っていて、ベクテルが校舎を直して、CAIIというところが、椅子や教科書などを入れる予定だったんですが、両方とも大企業だから、財源が確保できない、つまり石油が確保できていないという理由で、それを止めにしてしまった。

『Ｎｏ１１４』
　　　　そうするとどうなるかというと、世界の皆さん、お金出してね、事業に参加して下さいねとなる。子供達は、しょうがないから、古い教科書に載っているフセイン大統領のページを破いたり、気になるところを黒塗りさせられて、それを使っている。

『Ｎｏ１１５』
　　　　イラクの歴史の中で、日本のように長々と占領軍がいるっていう状態はありませんでした。でも、アメリカは日本の政府は壊さなかったし、国体も壊さなかった。だって、天皇も置いてるんだから。今度のイラクは全部壊したんですね。それが大きな違い。それと、もう一つ、イラクには石油があるし、メソポタミア文明だから川の間の土地は豊かだし、地下資源は、どれくらいの量があるか、判らない。イラクは、アラブ諸国内での、地理的、軍事的なメリットも大きい。

『Ｎo１１６』
　　　　湾岸戦争後の十三年間の経済制裁の中で、アメリカはイラクの石油の利権から除外されていたんです。中国とロシアとフランスとドイツ、これがうまく利権を配分しようとしていた。だから、アメリカの攻撃に反対したわけです。みんな自分達の思惑と、利益でもって反対するから、やりづらいんですよ。

『Ｎｏ１１７』
　　　　そうするとアメリカは、なんだこんなの一発でひっ転がしてやるぞとなる。イラクは軍事的には全然駄目だし、あいつらどうせ向かって来ないっていうのが判ってるから、やっちゃったんだろうと思いますよ。でも、今になって、多分、後悔していると思う。

『Ｎｏ１１８』
　　　　もう一つ心配なのは、イラク人が、パレスチナ人のようになるんじゃないかということです。土地の値段がどんどん上がっているんで、何なのって聞いたら、ユダヤ系の人達が土地を買い占めているらしいんです。ユダヤ資本が入ってくれば、アメリカのユダヤ人や、ロシアのユダヤ人が入ってきて、イラク人は、難民になるかもしれない。目に見える形でそうならなくても、占領されてしまう可能性はある。

『Ｎｏ１１９』
　　　　今年になって、アメリカのパウエルとか色んな人の発言を見ても、もうイラクじゃないんですね、目を向けているのが。大統領選挙なんですよ。戦費が嵩むのは、選挙ではマイナスだし、アメリカ兵が日に日に殺されていくのは、隠そうとしても隠せない。だから、石油は、統治評議会だとかに、利権を守るようにさせて、イラクからは早く手をひきたい。

『Ｎｏ１２０』
　　　　その前に出来るだけ掃討作戦をしたいっていうんで、ラムズフェルドは、戦争屋を入れるわけです。戦争屋っていうのは、戦争のプロで、そういう会社があるんですって。海兵隊も投入するし。そうなると、困るのはイラクの人達ですよ。自衛隊もですけど。

『Ｎｏ１２１』
　　　　自衛隊は残されてどうするのって。オランダ軍なんか守ってくれないですから。アメリカに、お前、ここ守れって言われて、治安のための戦闘をさせられる。それが一番、怖い。

『Ｎｏ１２２』
　　　　今、日本政府はNPOやNGOのイラクでの活動を、止めていると思うんです。危ないし、自衛隊を行かせたいんだから。国連も、昨年、現地のスタッフだけ残して全員、引き上げてしまった。国際赤十字も引き上げた。戦争直後にイラクに行った時、子供の病院をずっと回ったんです。そしたら、院長さんに、

『Ｎｏ１２３』
　　　　戦争中、赤十字がいてくれたから、我々は活動できたんですよ。

『Ｎｏ１２４』
　　　　って、聞かされて、ああ、やっぱりすごいんだなと思ったんですが、出ていってしまった。国連っていうのは、アメリカの命令で動いているところだから。

『Ｎｏ１２５』
　　　　自衛隊のいるサマワは、湾岸戦争以前に、日本の企業が入っていたと聞いています。セメント工場や、肥料工場を作ろうとしていて、日本の誰かが援助するというようなことでした。

『Ｎｏ１２６』
　　　　サマワの人たちは、日本が職業を持ってきてくれると解釈しているかもしれない。違うと判ったら、不満が爆発する危険性はあると思います。

『Ｎｏ１２７』
　　　　イタリア軍がナーシリヤで二十八人殺されたとき、日本のマスコミは、人道援助のために行ったイタリアの兵士が殺された、という報道をしたんですが、イタリアの国防相は、

『Ｎｏ１２８』
　　　　俺たちは、人道援助のために来たんじゃない。あくまでもテロの撲滅だ。

『Ｎｏ１２９』
　　　　と、はっきり言っている。だから、今の体制で日本のマスコミがイラクに行っても、イラクの人の声なんて聞けないと思います。

『Ｎｏ１３０』
　　　　アラブ系のアルジャジーラとか、アルアラビーヤとかがイラクに取材で入っているんですけど、あの人たちが逮捕されたりしている。

『Ｎｏ１３１』
　　　　情報を貰えるのは、現地の人からだと思うので、本当は言葉の通じるアラブ系の人々が、現地の人の中に入っていって、ちゃんと調査しないと駄目だと思います。

『Ｎｏ１３２』
　　　　今、イラクのテレビ局は、IMN、イラク・メディア・ネットワークという、アメリカ軍の作っているものが一局だけです。

『Ｎ１３３』
　　　　毎週金曜日に、ブレマーがイラク国民に向け、大統領気取りでメッセージを送っている。

『Ｎｏ１３４』
　　　　このテレビ局に、小泉首相は、「おしん」を送ったそうですね。

『Ｎｏ１３５』（全員で）
　　　　おしん！  

『Ｎｏ１３６』
　　　　イラクの人は十三年間の経済制裁で、おしん以上に堪え忍んできたというのに。

『Ｎｏ１３７』
　　　　今、このタイミングで、「おしん」を送ったとは……

（平田さんのお話からの構成は、ここまで）
『Ｎｏ１３８』
　　　　日本総合研究所理事長の寺島実郎さんは、その著書「イラク戦争」に、こう書いています。

『Ｎｏ１３９』
　　　　イラク戦争の経緯の中で、白日の下に曝け出されたのが、日本なるものの実像である。結局この国の政府は国連の決議を無視した米国の武力攻撃を「支持する」という選択しかできなかった。

『Ｎｏ１４０』
　　　　そして、この国の国民も、「北朝鮮の脅威に晒されている日本は、米国の軍事力に頼るしかなく、少々不条理な戦争であっても米国を支持するしかない」という論理に引きずられて、政府の選択を追認する心理に陥っている。

『Ｎｏ１４１』
　　　　この構図こそ日本の現実であり、誤魔化すことのできない自画像なのである。

『Ｎｏ１４２』
　　　　戦争という究極のパワーゲームを目撃すると、米国の「力の論理」が支配する時代の到来と考えがちとなる。しかし、それは正しくない。

『Ｎｏ１４３』
　　　　現実に見えてきたのは「力の論理」の限界である。私たちが目撃しているのは、「アメリカニズムの終焉」という芝居の最終幕の始まりであろう。

『Ｎｏ１４４』
　　　　世界は着実に国際法理と国際協調システムが機能する時代へと向かいつつある。イラク戦争に向かう瞬間、国連安保理事会は機能しなかったという見方があるが、実は機能しすぎるほど機能したともいえる。情報化時代における世界注視の中で、最後まで超大国米国のエゴは通用しなかった。

『Ｎｏ１４５』
　　　　作家の池澤夏樹さんは、自ら発行するメール・マガジン「パンドラの時代」で、こう言います。

『Ｎｏ１４６』
　　　　イラクに行った自衛隊員の姿を伝えようと日本のメディアは努力しています。やがて、遠い異国に行って、危険な環境で、何か人の役に立つことをしているように見える映像が次々に送られてくるでしょう。

『Ｎｏ１４７』
　　　　しかし、テレビのカメラは汗を流す自衛隊員の姿は映しても、背景は映さない。見えないところにいるイラク人は映さないし、まして彼らの心の中は映さない。

『Ｎｏ１４８』
　　　　イラク人が求めているのは支援ではなく職です。言い換えれば、普通に機能する社会です。去年の三月までイラクにはそれがあった。水道の栓をひねると水が出た。

『Ｎｏ１４９』
　　　　この事実を念頭に置いて、サマワからの映像を見てください。アメリカと日本をセットにして見れば、彼らは（われわれは）、右手が壊したものを左手で直すふりをしているにすぎない。自衛隊はいるべきでない場所にいます。

『Ｎｏ１５０』
　　　　既成事実が次々に積み上げられる。まるで燃えさかる火事を見ているようです。水をかけたところですぐに消えるとは思えない。

『Ｎｏ１５１』
　　　　しかし、結局のところ、ひたすら水をかけ続けるしかないのです。バケツ一杯の水で火事は消えはしないけれど、少し火勢を弱めることはできる、

『Ｎｏ１５２』
　　　　一人で川との往復をしていては、さしたる量は運べない。バケツ・リレーならばずっと効率はよくなります。

『Ｎｏ１５３』
　　　　どんな火事もいつかは消えます。それを少しでも早めるために、言葉の放水を続けましょう。

『Ｎｏ１５４』
　　　　そして、私たち「非戦を選ぶ演劇人の会」も、表現者として観客に、日本政府に、言葉の放水を続けていきます。
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